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久留米市における税務行政トータル･システム
KIND:Kurumelnformation SYStem Of DutY

地方自治体でのコンピュータの利用は,昭和35年から始まり今日では大半の自治

体に普及したが,適用業務は住民税,固定資産税などの税務事務をはじめ給与計算,

住民情報システムなど,いわゆるバッチ処理が中心となっている0近年,民間企業

などではオンライン化が進み,その波及として地方自治体にもオンライン化の目が

向けられてきているのが現状である｡このように,バッチ処理からオンライン処理

へと移行の兆しが見えはじめた今日,久留米市では昭和52年4月に行政事務の中枢

部である｢税務行政+について従来のバッチ処理から一歩前進し,オンライン●シ

ステムを貴重点とした税務行政トータル･システムKIND(KurumeInformation

System of Duty)を開発した｡

本稿では,税務システムトータル化の背景からシステムの概要,

システムの内容について述べる｡

□ 緒 言

1.1市町村におけるコンピュータの利用状況

(1)コンピュータの利用状況

昭和35年大阪市での導入以来,毎年着実な伸びをみせ,今

日では区‖に示すような利用状況になっている｡計算センタ

ーへの委託処理を含めると,市区では98.8%,市区町村全体

でも78.6%の利用率に達している｡

(2)コンピュータ利用の特長

市区町村でのコンピュータの利用は,前述のとおりかなり

高い利用率を示しているが,利用状況の特長として次の点が

挙げられる｡

(a)税計算,給与計算などの定型的大量計算処理が中心で,
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図l市･区･町村別導入団体数の推移 昭和47年4月以前の統計

では,細分化されていないので明らかでない｡
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いわゆる縦割り型個別システムといえる｡

(b)税,住民記録など,窓口事務の機械化(オンライン化)

は,これから急速に発展するものといえる0

1.2 久留米市のコンピュータ利用の経緯

久留米市では昭和43年10月HITAC8200の導入以来,表1

に示すようなコンピュータ利用の経緯をもって今日に至って

いる｡昭和44年,特にこの中でも今日の税務トータル･シス

テムを包括した住民情報管理システムの研究に着手し,シス

テム化の基盤を作った｡

1.3 久留米市のHITAC8250システム構成

久留米市が現在使用しているHITAC8250のシステム構成

表l久留米市のコンピュータ利用の経緯 43年川月のH汀AC8200

導入以丸システムの拡大に伴いノ､-ドゥェアを継続的に拡張Lてきているロ

経 緯 内 容

昭和40年了月 電子計算機の利用開始(計算センターヘの委託)

昭和42年4月 電子計算機導入検討開始(第l孔 第2次)

昭和43年10月 H=‾AC 82()8導入

昭和44年ほ月 住民情報管王里システム示汗究

昭和45年9月 地域社会経営情報管理システム基本計画策定

昭和49年8月 卜=TAC 8250にレベルアップ

昭和49年9月 税務部にトータル･システム検討のプロジェクトチーム発足

昭和50年Il月 税務行政トータル･システムの開発決定

昭和51年8月 HITAC8250メモリ増設(96→256kB)

昭和51年川月 l十94ほ(VDT)導入

昭和52年1月 H-8957(OCR)導入

昭和52年3月 税務行政オンライン･システム始動

昭和52年4月 税務行政オンライン･システム本巻開始

昭和53年l月 トト8589-1ディスク増設

昭和53年4月 H-9415(VDT)1台増設

昭和53年6月 H-8452磁気テープ装置増設

*

久留米市総務室電子計算担当
**

日立製作所ソフトウェア工場
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図2 久留米市のコンピュータ･システムの構成 HITAC8250の

ほぼフル構成となっている｡OCRは.磁気テープに出力するオフライン方式である｡

を図2に示す｡なお,光学文字読取装置(OCR)は磁気テー

プに～11力するオフライン方式をj采用している｡

田 "KIND”の概要

2.1税務行政トータル･システム

税務行政は,税の賦課から収納消込,還付充当,証明など

より構成される｡久留米市では税務行政をトータル化し,図

3に示すとおり住民の異動状況を的確に把探し,管理する住

民情報管理システムを軸に市税の各システム間の連係を図り,

賦課,収納消込,更に諸証明の発行までの一貫したシステム

体系を確立した｡これにより,税務情報を正確かつ迅速に｢処

理し+,｢蓄積し+,｢提供する+システムが実現され,これを

KurumeInformation System of Duty(以下,"KIND”と

略す)と命名した｡

2.2"KIND”開発の背景

"KIND''の開発は問題提起が税務部からなされ,電算担当

と一一体となって進めてきたが,以下に述べる税務事務の問題

点を-一一挙に解決するシステムの必要性が,その重要な背景と

なっている｡

(1)土地,家屋,償却資産など,課税客体の稚頬が増え,納

税義務者である所有者の条件も共有など複雑になり,税務事

務をいっそう複雑にしていること｡

(2)税務事務は年度末から年度はじめにかけての-一括賦課,

そして納期前後の収納など一定時期に事務が集中し,労力の

対応を困難にしていること｡

(3)社会,経済活動の活発化と福祉など行政の拡充に伴い証

明書発行事務が増大してきたこと｡

税務行政トータル･システム
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納税通知書

嘩
Q㊧㊧@

ムテ

鰍包

替切度年

市
県
民
税

シ
跡
見
資
産
税

フ明屈軌収

ムテス

担
(
日
動
車
【
現
八

〒H

雌醐

所
得
証
明

物
件
フ
ァ
イ
ル

住民情報管理システム

(彗㊧㊧
正更課

は弧

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

フ
ァ
イ
ル
･

納税義務者

収納･消込
システム 納付貴

通知書

OCR読取

収入

テ,プ

)ル

累
積
朋
榊

オンライン･システム

消込処理
｢‾‾｢‾‾

‾1

還付充当システム

氏名
宛名

インデックス

世

帯
構

成

=F

課臥所得
証明ファイル

収納

茅妄だ--
物件フ7イル

国保税
アイル

累

魚ヨ菜J
不

戦

イノリ
ノl

三三ごコl

■
-
■
-
■
-
●
■
●
●
-
●
∫
●
+

亀

(垂
還付計算書

出力処理システム

月末未納

照会及び証明書発行処理

課税′′所得証明書
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図3 システムの関連 者枠で囲った部分がサブ･システムを表わL.矢印が機能情報関連を意味している｡
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住民マスター

住登外マスター作成システム
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異動処‡里システム

当初賦課システム
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口座振替システム
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(消込処王引

還付･充当システム

出力処理システム

基本コード照会

収納状況照会

納税証明書

所得･課税証明書

評価証明書

図4 システムの体系 バッチ系とオンライン系とに大別され,パッチ

システムで,賦課.更正及び収納消込を行なう｡

オンライン

住民コード照会

車輔番号照会

所有者コード
物 件 照 会

住民氏名検索

収納状況照会

納税証明書

所得証明書

課税証明書

ビデオ

住民コード照会

所有者コード
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2.3 "KIND”の構成

税務行政トータル･システムの機能と主要情報(ファイル)

の関係は2.1で述べたが,`､KIND''の業務システムの範囲と

構成は区14に示すとおりである｡"KIND''は同国からも分か

るように,税務データの一括処理を行なうバッチ･システム

と照会/証明書発行を行なうオンライン･システムとに大別さ

れる｡

バッチ･システムには,市民税ほか3税の賦課,更正,納

付書のOCR処理,収納消込,銀行Ll座振替処三哩などが含ま

れる｡またオンライン･システムには,住民コードなどの基

本コード照会,収納二状才兄などの照会と納税証明及び課税証明

などの証明書発行処理が含まれる｡

2.4 オンラインの構成

(1)概 要

"KIND''のオンライン･システムの全体構成は図5に示す

とおりで,税務窓口に設置されたH-9415ビデオ･データ･タ

ーミナル(VDT)よr)問合せし,氏名インデックスを介して,

バッチ･システムで作成された各ファイルを検索する｡その

結果,住民コードなどの基本コートあるいは各税の収納状況

を画面表示する｡また端末プリンタによI)納税,課税証明な

どの証明書の発行を行なう｡

なお図6は,税務担当の窓口風景を示したもので,カウン

ターに隣接して,ディ スプレイ装置とプリンタ装置を設置し

て,市民と対…講しながら窓口事務を進めている｡

(2)特 長

(a)基本コmド照会として,住民コードのほかに軽自動車

の車輌番号,阿定資産の物件･所有者コード,住所氏名検

索の4種類を行なう｡

オンライン･ファイル パッチ

ビデオ･データ･システム

｢高言古壷‾‾‾‾‾‾-‾-…-‾｢l

l l
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収納･消込処理

固定資産税

課税証明書

固定資産税

登録/評価
証明書ノ【･･.

図5 ファイルの関連 vDTによる問合せは共通で,プリント処理が二つの型に分けられる｡
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表2 オンライン処理件数 オンライン処理条件(処理コード)別の件数

内訳で,52年度の累計と月平均である｡

図6 久留米市税務部の窓口風景

(b)収納状況照会では,基本コード照会で得られた住民コ

ード,軽自動車車輌番号などをキーとして問合せする｡そ

の結果,各税の現年度及び滞納分について調定額,収入額,

延滞金などを画面表示する｡

(C)端末プリンタによる証明書の発行では,各税の納税,

課税証明及び所得証明のほかに,固定資産の登録/評価証明

を過去3年ないし5年にさかのぼって発行する｡

(3)vDT画面及び証明書印字サンプル

"KIND''オンライン･システムには,10種類以上のVDT画

面フォーマットと各税の証明書のフォーマットがあるが,そ

れらの中からサンプルとして図7～9を例示する｡また,表

2に過去1年間(52年4月～53年3月)のオンライン処理件数

について示す｡業務によr)かなり件数に差異があるが,この

数値は本番開始当初のもので,その後内部事務での利用頻度

が著しく増大し,昭和53年4月,新たに端末装置を内部問合

せ専用として1台増設した｡

2.5 ファイル構成

"KIND''のファイルの関連は図5に示すとおり,｢宛名情

報+,｢収納/証明情報+,及び｢市県民税所得証明/固定資産

物件情報+に大別される｡各ファイルの内容,役割を表3に

示す｡

また,各ファイルはISAM(Index SequentialAccess

Metbod)方式でディスク装置に格納され,そのレコード･フ

ォーマットは,図10に示すような項目から構成されている｡

納税義務者氏名

町コード
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＼
年月合計 月平均件数

＼ 処理区分

:コ

1

ド

照

A

コ言

住民コード照会 54′833 4.570

住所･氏名検索 3′793 316

所有者コード物件照会 16′607 l′384

車輌番号照会 l′333 lll

〈小 計〉 76-566 6′381

収

納

状

況

f照

A
コ:ミ

普通徴収 4.701 392

特別徴収 9′943 829

固定資産税 10′了46 896

軽自動車税 4′098 342

国民健康保険税 7′452 62l

く小 計〉 36.940 3.079

証

明

書

発

行

所得証明書 16,422 1.369

市県民税納税証明書 3,031 253

固定資産税 ′′ l′256 lD5

軽自動車税 ′′ 288 24

軽自動車車検証明 l,941 162

国民健康保険税納税証明 416 35

固定資産税課税証明 425 36

固定資産税登壷曇評価証明 ll′589 966

′′ (合算) 47 4

く小 計〉 35′415 2′952

合 計 148′921 12.410

8 "KIND''の効果と今後の課題

3.1"KIND”開発の効果

(1)事務の省力化

税務は性格上,年度末,年度初そして納期限前後に事務が

集中する｡こうしたピーク時に対処するため,以前は多大の

人力が必要であったが,"KIND”の導入によりピーク時の負

荷を機耳戒が吸収し,職員の負担を大幅に軽i成した｡

(2)窓口事務のサービス向上

照会,証明書発行などの窓口事務の待ち時間を短縮するこ

とはもちろん,税務のトータル化とオンライン化により住民

*** シケンミンゼイ(7チョウ)シュウノウ ショウキョウ ***

シメイニクルメ タロウ

マ テ= 10 ジュウショ=15-3

ケッサン

期別単位に調定扱

収入割,延滞金,収

入日を表示する｡

オペレータが電文を

入力するエリア

ネンド=52 フカ ネンド

キベツ キワリガク

1キ 3.000

2キ 3,000

3キ 3,000

4キ 3,000

ズイジ 0

** READY **

0川托1ユ
0
1
〇

二
3
一
3
.
3

ウ
0
6
0
8
1
0

ユ
2
2
2
.

二
シ
5
5
5

イセン
ン
0
0
0
0
0

ネキ
イ
56タ23〝レ一=0ク

顎｡｡

､
ユ2
シ

5

図了 収納状況照会画面

｢クルメ タロウ+の市県民税(普

徴)の1収納二状況を照会Lた画面で

ある｡



久留米市における税務行政トータル･システム 519

㌔′ -フ ーlヒ､､ ㌔で

ワ臥メ タロウ

ウル｡.よシシl～ヨウアンマ筆15-3

挙1:≧く1(〉0

ふ∋こ､
蔓′し

…‾≧ち5之 コワ三ンサンコウホヤン 官妨イ

ハ
V
仙

叫
T
m

Jl二八
リ
ル

n
V
んヨ八
叫
T
…

ー,■…郷､

′
ぞ
〓
‥
､
ウ

0〔)145

≧ ′‡さ5ヨ′∴､5さ- 2

図8 納税証明書サンプル ｢クルメ タロウ+の国民健康保険税の納税証明書印字サンプルを示す｡
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図9 固定資産課税台帳サンプル 固定資産の課税台帳であるとともに,土地/家屋の登録/評価証明も兼ねてし､る｡
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図10 レコード･フォーマット
一部のファイルのレコード･フォーマットで,下部の数胤ま桁数(バ

イト)を表わしている｡

表3 ファイル一覧

を示す｡

"KIND”を構成する柑種類のファイルとその役割 に最新のデータを提供することが可能になった｡特に,これま

で30分近くかかっていた証明書の発行が,20秒程度で可能に

なり,ピーク時期の待ち時間を大幅に短縮することができた｡

(3)データ入力の重複排除とデータの精度向上

住民記録を中心に各種のファイルを統合することにより,

人力データの一本化を実現し,これまで4税それぞれで個別

に作っていた人力データを,年間約11万件削減できた｡また,

デ【タの共用により誤データの早期発見,データ精度の向上

を図った｡

(4)全庁的コンピュータ利用の認識の高揚

端末装置を税務部に設置することにより,担当者とコンピ

ュータが直結され,これまでのバッチ処王理とは比較にならな

いほどコンピュータが身近なものになった｡同時に,税務部

以外の部局の職員にも波及し,新たなコンピュータ･ニーズ

の基盤づく りができた｡

3.2 今後のシステム拡大の方向

"KIND''稼動後1年余r)の経験を基盤に,現在,第2,第

3のオンライン･システムの拡大を検討中である｡

(1)オンライン業務範凶の拡大

現在まだサポートしていない国民年金業務のオンライン化

と同氏健康保険税のデ【タ範囲の拡大(詳細な履歴データ)を

行なう｡

(2)コンピュータ利用範囲の拡大

住民記録の窓‖オンライン,財務会計オンライン,あるい

は水道,ガス,図書館など,部門オンラインの開発を行なう｡

口 絵 言

"KIND''は今日の銀行をはじめ,民間企業のオンライン･

システムなどのコンピュータ利用水準と対等になったといえ

るほどのものではなく,むしろオンライン化の第1ステップ

を踏み出した程度のものである｡しかし,全国の市に先がけ

て税務のトータル化とオンライン化を実現したことにより,

今後のコンピュータ利用拡大の基盤が確立されたことは明ら

かで,これを機に行政とコンピュータの直結,真に行政に役

立つコンピュータ利用に取r)組んでいく考えである｡




